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概要： 

 千玄室という、茶道裏千家第十五代・前家元の方の著書です。家元が一門を代表し、人々

の幸せと平和を祈る儀式である「献茶」を日本だけでなく世界各国で奉仕されていた方です。

茶事を行う上で、一つ一つの言葉や動きに隠された、日本が古くから大事にしているおもて

なしの心が紹介されています。 

 

感想： 

京漆器は、他産地の漆器と違い、とても薄く、洗練されたデザインが特徴です。茶道具で

ある棗や棚に多く用いられています。京漆器について深く知るために、私たち伝統班はお茶

のお稽古を経験する等、実際に漆器が用いられる場面を経験していきたいと考えています。

私はもともと少し茶道のお稽古をしています。お稽古や、お茶会の際に先生が用意してくだ

さる道具や掛け軸に込められた想いから、日本のおもてなしの心を少しずつ学んでいます。

本書を読み、1 つ 1 つに込められた想いや、それを表す言葉を新しく知ることができまし

た。 

コロナの影響を受け、オリンピックは来年の開催となりました。数年前に開催地が東京に

なった際、「おもてなし」という言葉がたくさん使われていたことを覚えています。しかし、

私はこのことに対して違和感を覚えていました。日本のホテルやレストランでのサービス

は素晴らしいです。海外の国々比べると、基本的にトイレはきれいで、道にゴミもあふれて

いません。その点では「おもてなし」は十分に感じることができます。しかし、一般人同士

だったらどうでしょうか。知らない人でも目が合うとニコっとしてくれたり、挨拶をしてく

れる国があります。ドアも、次の人のために開けてあげたり、困っていると声を気軽にかけ

てくれる人がたくさんいます。日本人でもたまにいますが、他人に関心がない人が多いので

はないかと思います。自分の経験を通して、日常生活においては、外国の方の方が「おもて

なしの心」を持っているのではないか、日本は「おもてなし」することを世界に誇っていい

のだろうか。と思いました。外国だけを称賛したいわけではありません。オリンピックや万

博という、世界から注目される機会が近づいている中で、一度自国の文化や伝統について知

り、考えてみる良いきっかけだと思っています。そして、その際にこの本は最適だと感じま

した。 


